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木々の緑が日ごとに色を深めていく昨今、皆様におかれましてはますますご清祥のこととお慶び申し上
げます。 

日頃、認定 NPO 法人男女共同参画こしがやともろう（以下「ともろう」という）に対しましては種々
ご支援、ご協力をいただき心よりお礼申し上げます。 

昨年度は新型コロナウイルス感染予防のため「みなし総会」となりましたが、令和３年度はコロナウイ
ルスまん延防止対策に留意しながら総会を開催することができました。対面でのやり取りはコミュニケー
ションを図ることができ、より共通認識が得られたと思います。 

さて、第５次越谷市総合振興計画・基本構想（2021～2030年度）・前期基本計画（2021～2025年度）
がスタートし、併せて、第 4 次越谷市男女共同参画計画、第３次越谷市地域福祉活動計画・「第 3 期越谷
市教育振興基本計画」などがスタートしました。 

第５次越谷市総合振興計画・基本構想第３章まちづくりの目標では、６つの目標を掲げ「それぞれの目
標を SDGs17のゴールと結びつけ、連携させて施策を展開するものとし、総合的かつ計画的なまちづくり
を進めます。(文章一部抜粋)」とあり、６つの目標に SDGs17�のゴールを分類し、当てはめています。 

 

�SDGs（Sustainable Development Goals）持続可能な開発目標 
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第４次越谷市男女共同参画計画においては 主な SDGs に「ジェンダー平等を実現しよう」を始め９つ
を掲げています。 

SDGs の取り組みは社会全体で実践され始めていますが、ともろうの男女共同参画関係施設受託事業に
おいて、令和２年度は SDGsについての理解を深める講座を開催したり、情報誌を発行しました。 

市民の意識が高まっていく中、今後、ともろうのミッションを達成するためには、コロナウイルスのま
ん延による様々な影響や、もともと社会改革が予想されていた課題について等、各分野と連携し、ジェン
ダーの視点をもって進めていくことが大事なことかと思います。 

長引くコロナウイルスまん延防止対策に老舗、小規模かかわりなく閉店のニュースが流れる中「都心で
リヤカー急増？」というタイトルとともに、来店客が減ったお店がサンドイッチや弁当などを積んでリヤ
カーでオフィス街や町中で引き売りをしている画面や、会社を早期退職した人、リタイアした人たちがネ
ットワークを組み新事業に取り組んでいる様子が紹介されました。アイディアで苦境を乗り越えていく人
たちを見ることで多くの人に希望を持たせてくれるのではないでしょうか。 

今、コロナワクチンの接種が急ピッチで進められています。地域の学校からは子どもたちの賑やかな声
が聞こえ、近くにある文教大学の駅から続く通学路にも徐々に学生の姿が増えつつあります。逆に、近所
にあるアルコールを提供する店舗は軒並み休業やテイクアウトの弁当などでしのいでいます。一日も早く
コロナウイルスの終息を願うばかりです。 

まだまだコロナウイルス感染の不安がある中、会員の皆様におかれましては健康に留意され、益々のご活
躍をご祈念申し上げますとともに、ともろうに対してのご支援・ご協力をよろしくお願い申し上げます。 

 

  令和３年６月                 認定ＮＰＯ法人男女共同参画こしがやともろう代表理事 駒﨑美佐子 

 
 

 
 
 
 
 
 

第 4次越谷市男女共同参画計画で掲げる主な SDGs 
1. 貧困をなくそう 
3 すべての人に健康と福祉を 
4 質の高い教育をみんなに 
5 ジェンダー平等を実現しよう 
8 働きがいも経済成長も 
10 人や国の不平等をなくそう 
11 住み続けられるまちづくりを 
16 平和と公正をすべての人に 
17 パートナーシップで目標を達成しよう 
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～東京家政大学健康科学部看護学科 統合実習 報告～ 

 
                     6月 認定 NPO法人男女共同参画こしがやともろう理事 小野由理  
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～つながることを参加者と共有～ 

                6月 認定 NPO法人男女共同参画こしがやともろう理事  小野由理 
 

令和元年に 「ほっと越谷」と「認定 NPO 法人男女共同参画こしがやともろう」が共催で実施したサポー
ト事業は、令和 2年度は「ほっと越谷」の主催事業となり、ともろうの理事がコーディネーターとして、講座
の実施をサポートした。 
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 前半は、参加者がそれぞれの距離を保ちながら講師を囲む形で座り、講師が 1冊の絵本を読み、その本に関連
する問いを近くの数人と話し合うということを 3回繰り返した。 
  1回目の絵本『どうぶつにふくをきせてはいけません』 

（ジュディ・バレット文/ロン・バレット絵） 
   問い＝「動物に洋服を着せたことは？」 

「自分の好きな動物に洋服を着せるなら？」 
  2回目の絵本『おやすみ、ぼく』 

（アンドリュー・ダッド著/エマ・クエイ絵） 
   問い＝「眠る前にすることは？」 

「自分の体にありがとうを言うならどこ？」 
  3回目の絵本『なまえのないねこ』（竹下文子著/町田尚子絵） 
   問い＝「なりたい動物に名前をつけるなら？」 
      「私が今ほしいものは何？」 
 後半は、４つのグループに分かれて、各自に配られた A5 判のノートに、前半の絵本について、自分の感想を
書いた。また、そのノートの表紙を、会場内に用意した雑誌の切り抜きや色紙、マスキングテープなどを使って
飾る作業をした。最後に各自が作成したノートの表紙を見せて、一言感想を言い合った。 

 
【参加者の感想】 
 ・絵本を読んでもらって、絵本への思いを新たにした。 
・絵本に触れて優しい気持ちになれた。 

 ・心が洗われた。 
・いろいろな価値観があっていいのだと改めて感じた。 

 ・久しぶりの感覚でなぜか泣きたくなった。 
・心ががちがちだったことに気づいた。 
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 前半は、２つのグループに分かれて、机の上に用意された A6判（通常
の書類サイズ A4判の 4分の１）の紙に、各自が一筆書きの線を入れ、右
隣りの人にその紙を渡して何か線を加えてもらい、自分のところに戻って
きた紙を見て何かをイメージして絵を完成させるということを 2回実施。 

2枚の絵ができるので、気に入った 1枚を選んで、それに色を付けて絵
を完成させた。 
 後半は、グループで 1 枚の模造紙を囲み、完成させた各自の 1 枚の絵
を模造紙の四隅の一か所を自分のエリアと決めてそこに置き、会場内の
テーブルに置いてある、ビーズ・毛糸・貝殻・紙・モール・シール・花
びらなどを自由に使って、自分のエリアを自分にとって気持ちのよい空間にした。模造紙の四隅が各自の空間に
なったところで、模造紙全体を町に見立てて、町のシンボルをグループ内で決め、そのシンボルを中心にして、
それぞれの空間からどのように中心や周辺の方々につながっていくかを、リボンや紐、シールなどを使って表現
していった。 
 最後に、２つのグループが出来上がった町をお互いに見て、どのような思いで作成したのかを説明した。 

 
【参加者の感想】 
 ・4人で一緒に考え、よい街にと意見を出し合い形にした。楽しく作る喜びを味わった。 
・自分らしく生きていいと再確認できた。楽しんでアートに触れることができた。 

 ・最初は不安だったが、最後はみなさんと繋がれて楽しかった。 
 ・自由に自分の意見を言えるのは素晴らしいことだと思う。 
・楽しかった。心が癒された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【担当者のコメント】 
・3月の 2日間の実施は、緊急事態宣言の中で行われたが、実際に会うこと、一緒に作業できたことがよかった。 
・参加者が最初は緊張している様子があったが、読み聞かせやノートを作る作業をすすめる過程で、だんだん穏
やかな気持ちになっていくのがわかった。 

・2 回目で参加者から「つながる」ことを実感したという言葉が多く聞かれた。短い時間だが、安心して人とつ
ながれる感覚を持ってもらえたことは、この講座の目的を果たした思いがした。 

・講座の最後に「ゆったりカフェ」の紹介をし、今後もつながる場所を案内することができた。 
 
�「第 4 次越谷市男女共同参画計画」（2021 年 3 月策定）で新規事業となった「困難を抱える女性を支援するた
めの事業」は、「生きづらさを感じている女性の心とからだのサポート事業」が計画内に組み込まれたものであ
る。 
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(注) アーキビスト 文書館史料の制御、整備、貯蔵、保存及び管理にかかわるあらゆる事柄
に関わる者をいう。�8S��-��(^5BC70@/Y� 大阪大学出版会 2003)     
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・現在、学校図書館に勤務しています。資料を保管するという側面から、法律等について詳しく
教えていただけて満足です。 

・公文書のあり方について、さまざまな視点を提示いただいて、勉強になりました。 

・切り込んだ内容で、公文書管理は民主主義の根幹の問題だと思いました。 

・公文書の扱いに疑問と怒りを持っていた。メディアの意識も低いと思います。 

・新型コロナの専門家会議でも議事録が残されなかったことを知り、残念に思いました。 

のちの検証に耐えられる会議をしていたのか等、知りたいと思いました。 
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認定 NPO法人男女共同参画こしがやともろう理事 青木玲子 
 

 
 

2020 年 3 月、ニューヨーク行きの準備を重ねて、荷物もまとめた出発間際に連絡が入った。
3 月 9 日、CSW64 は規模縮小で開催、直ちに終了した。11 日、WHO が COVID-19 のパンデ
ミック宣言をした。それからアッと言う間の一年が過ぎた。この一年、COVID-19 による女性
と少女への影響が大きく、私たちが経験したことがないような、ジェンダー差別的な危機が伝
えられた。 

2021 年、国連は、早期に CSW65 のバーチャル会議開催(3 月 15 日～3 月 23 日)を発表し
た。確かに、バーチャル方式を取ってやらざるを得ない、旅費もかからず、家に居ながら会議
を自由に選んで参加できる。デジタル時代の夜明けだと興味もあった。 
私が所属する JAWW(日本女性監視機構)は、例年通り政府代表部、NGO と共催する国連のサ

イドイベントの参加を申し込んだ。毎年 CSW と同時期に女性団体(NGOCSW/NＹ)が国連外で
開催するパラレルイベントもバーチャル開催となって、巨大なプラットフォームが設定され
た。私は、さらに 2 つのパラレルイベントにも関わることになった。パラレルイベントには、
世界中から 700 の団体が多様なテーマでイベントを企画した。 確かに参加者は世界中から、ま
た講師も Zoom であれば国を選ばない。しかし、トライしてみると、大きな障害は時差。開催
期間中は一日中 PC の前に座って、接続にドキドキ、英語に悪戦苦闘の日々をなにはともあれ無
事に終わった。 
 

CSW65の開会にあたって、グテーレス国連事務総長とプムズィレ・ムランボ＝ヌクカ 
UN Women 事務局長は、コロナ禍における女性の困難さを述べている。事務総長は、「コロナ
禍は女性の顔をしている。女性は医療従事者の 70 ％。女性のほうが男性より 24 ％多く失業
し、 50 ％以上収入が減少。オンライン、オフラインの性的暴力、児童虐待、児童婚が世界中で
増加している。今こそ、変革が必要。女性が平等に参加することで、チェンジメーカーにな
る。女性のリーダーシップや女性団体の活躍が平和や気候変動に期待される。」と開会式で述べ
ている。グテーレス事務総長は就任して初めての CSW61 開会式で、「私は、フェミニストであ
る」と述べて、私も会場で拍手喝采したのを覚えている。彼は任期 5 年で、国連の女性管理職
を 50%にすると宣言、なんとすでにその目標を達成したと言う。 
「女性は公的領域から排除されている。議員は 4 分の１、地域のリーダーの 3 分の１、閣僚は 
5 分の１しかいない。現在、女性の首相がいるのは 25 ヵ国のみ。 130 年間、男性が同じような
決定をしてきた。このような不平等な状況では、ジェンダー平等になるのは、 2150 年と試算さ
れている。」とも述べている。この目標達成は、組織トップの強い意志とポジティブアクション
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の成果であると思う。CSW65 で取り組むべき優先テーマは、「ジェンダー平等とすべての女
性・少女 女児 のエンパワーメントを達成するための公共生活への女性の完全で 効果的な参加と
意思決定及び暴力の根絶」である。ジェンダーギャップが、141位の日本にとって、公的領域の
格差是正は、もっとも重要なテーマである。 

CSW65、今回のサイドイベント「必要なのは女性の政治リーダー！～よりよい社会と強靭な
民主主義に向けて」は、2021 年 3 月 22 日（月） 19:00-20:15（日本時間）オンラインにより、
国連日本政府代表部、JAWW（日本女性監視機構）、国連 NGO 国内女性委員会、国際婦人年連
絡会共催、WPL（Women Political Leaders）後援で開催された。 
当日の視聴者数は 88 か国 300 名余。 
モデレーターを三浦まりさん（上智大学教授／（一社）パリテ・アカデミー共同代表）に依

頼、三浦さんは、研究者としても、このテーマでは多くの活動とロビーイングの実績がある。
今回、運営を主担した JAWW は、「公的領域」、「参加」、「意思決定」のキーワードを拾い、
COVID-19 パンデミックにより女性のリーダーシップの重要性が注目される中、女性の政治指
導者や専門家から女性の意思決定への参加を加速するための戦略がいかに実践されているかの
議論へと絞り込んだ。 
丸川珠代内閣府特命担当大臣（男女共同参画）のビデオメッセージでプログラムを始めた

が、スピーカーの Zuraida Binti Kamaruddin 大臣（マレーシア）、Golriz Ghahraman 議員
（ニュージーランド）、Inter-Parliamentary Union（IPU）のジェンダーパートナーシップ・
プログラム担当 Zeina Hiral 氏の３名は、いずれもこの領域で世界をリードする機関と国からの
発表で、三浦さんがグローバルなネットワークでお願いした方たちである。NY ではなかなか、
お願いできない国々からの参加は、今回のバーチャルイベントのもっとも有効的な側面であっ
た。国連への参加登録、講師交渉、関係省庁、各機関との連携 ウェビナー契約や録画、PC 環
境の整備など運営の苦労話はきりがなく続くが、88 か国から参加者があったことを聞いて、こ
の企画の成功を運営メンバーと喜びあった。 

CSW65  関係資料及び情報 
1 2021年 3 月 CSW65  記録 

https://www.unwomen.org/en/csw/csw65-2021 
2 CSW65 日本政府(内閣府)の報告 丸川大臣一般討論ステートメント 

https://www.gender.go.jp/international/int_kaigi/int_csw/chii65-g_3.html 
3 サイドベントの記録、JAWW(日本女性監視機構)のサイト「お知らせ」 

https://www.jaww.info/ 
「お知らせ」の内容�当日の動画(国連 WEB TV)�当日の資料 
�ダウンロードできる日本語の報告書�日本語報告書(500円)の申し込み方法 

4 パラレルイベント 
男女共同参画と災害復興ネットワーク主催「リスク・ガバナ
ンスとレジリエンス構築のためのフェミニスト視点に立った
意思決定に向けて」 日本のパネリストの他、CARE オース
トラリア、UNFPA アフガニスタン、スリランカのアジア太
平洋地域防災女性グループの代表などもパネリストとして参
加 https://jwndrr.org/allnews/report/1671/ 
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生きづらさを抱えた女性の支援事業 「ゆったりカフェ」報告 
 

            認定ＮＰＯ法人男女共同参画こしがやともろう理事 坂本雅子 
 
令和２年度は、4月から令和３年 3月まで６回開催しました。 
コロナ禍により開催時間を１時間とし、13時 30分から 14時 30分へと短縮しました。 
 
◎参加総数：３８名 
◎参加動機：ほっと越谷のチラシを見た。ほっと越谷のホームページで知った。 

ほっと越谷の講座がきっかけとなった。 
◎参加しての感想：自分の話が静かな中でできて、黙って人の話を聴く体験が新鮮だった。

話を聴くことがすべての始まりになると思った。 
 
令和３年度「ゆったりカフェ」��ともろう継続事業として、一人�とりを大切にして、
安心安全な中で、“話す” “聴く” 場を広げていきます。 
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